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〔
告

示
〕

〇
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
二
千

八
十
七
号
（
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
関
す
る
決
議
）
に
関
す
る
件

（
外
務
三
〇
）

J

３
m

北
朝
鮮
に
対
し
、
す
べ
て
の
核
兵
器
及
び
既
存
の
核

計
画
を
、
完
全
な
、
検
証
可
能
な
、
か
つ
、
不
可
逆
的

な
方
法
で
放
棄
す
る
こ
と
、
関
連
す
る
す
べ
て
の
活
動

を
直
ち
に
停
止
す
る
こ
と
及
び
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を

使
用
し
た
い
か
な
る
発
射
、
核
実
験
又
は
い
か
な
る
挑

発
も
こ
れ
以
上
実
施
し
な
い
こ
と
を
含
む
、
決
議
第
千

七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
及
び
第
千
八
百
七
十
四
号

（
二
千
九
年
）
の
義
務
を
直
ち
に
か
つ
完
全
に
遵
守
す

る
こ
と
を
要
求
す
る
。

４
m

決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
及
び
第
千
八

百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
に
含
ま
れ
る
現
行
の
制
裁

措
置
を
再
確
認
す
る
。

５
m

決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
８
の
規
定
に

よ
り
課
さ
れ
、
決
議
第
千
八
百
七
十
四
号（
二
千
九
年
）

に
よ
り
修
正
さ
れ
た
措
置
を
想
起
し
、
次
の
と
お
り
定

め
る
。

（
ａ
）
決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
８（
ｄ
）

の
規
定
に
定
め
る
措
置
は
附
属
書
Ò
及
び
Ó
に
記

載
さ
れ
る
個
人
及
び
団
体
に
適
用
さ
れ
、
決
議
第

千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
８
（
ｅ
）
の
規
定

に
定
め
る
措
置
は
附
属
書
Ò
に
記
載
さ
れ
る
個
人

に
適
用
さ
れ
る
。

（
ｂ
）
決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）８（
ａ
）、

８
（
ｂ
）
及
び
８
（
ｃ
）
の
規
定
に
お
い
て
課
さ

れ
る
措
置
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
／
二
五
四
／
Ｒ

ｅ
ｖ
m

１
１
／
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
及
び
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｉ
Ｒ

Ｃ
／
二
五
四
／
Ｒ
ｅ
ｖ
m

８
／
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
並
び

に
文
書
Ｓ
／
二
〇
一
二
／
九
四
七
の
品
目
に
適
用

さ
れ
る
。

６
m

決
議
第
千
八
百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
18
の
規
定

を
想
起
し
、
加
盟
国
に
対
し
、
こ
の
関
連
で
、自
国
民
、

自
国
の
領
域
内
の
者
、
金
融
機
関
及
び
自
国
の
法
律
の

下
に
組
織
さ
れ
た
そ
の
他
の
団
体
（
海
外
の
支
店
を
含

む
。）に
よ
る
北
朝
鮮
に
所
在
す
る
金
融
機
関
と
の
若
し

く
は
そ
れ
に
代
わ
っ
て
行
う
活
動
、
又
は
支
店
、
代
表

事
務
所
、
代
理
店
及
び
海
外
の
子
会
社
を
含
む
北
朝
鮮

金
融
機
関
に
代
わ
っ
て
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
指
示
に
よ

り
行
動
す
る
者
の
活
動
の
監
視
を
含
め
、
警
戒
を
強
化

す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

７
m

決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
に
従
っ
て
設

立
さ
れ
た
委
員
会
に
対
し
、
船
舶
の
旗
国
が
検
査
を
認

め
た
後
に
当
該
船
舶
が
そ
の
よ
う
な
検
査
を
拒
否
し
た

場
合
又
は
北
朝
鮮
船
籍
の
船
舶
が
決
議
第
千
八
百
七
十

四
号
（
二
千
九
年
）
12
の
規
定
に
従
っ
た
検
査
を
拒
否

し
た
場
合
に
関
し
て
、
実
施
支
援
通
報
を
発
出
す
る
よ

う
指
示
す
る
。

８
m

決
議
第
千
八
百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
14
の
規
定

を
想
起
し
、
さ
ら
に
、
各
国
は
決
議
第
千
七
百
十
八
号

（
二
千
六
年
）、
第
千
八
百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）

及
び
こ
の
決
議
の
規
定
に
従
い
品
目
を
押
収
し
処
分
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
想
起
し
、
さ
ら
に
、
各
国
が

処
分
す
る
方
法
に
は
、
破
壊
、
使
用
し
得
な
い
状
態
に

す
る
こ
と
、
保
管
又
は
当
該
品
目
が
発
し
た
若
し
く
は

向
か
う
国
以
外
の
国
へ
の
処
分
を
目
的
と
す
る
移
転
が

含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
確

に
す
る
。

９
m

決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
及
び
第
千
八

百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
に
お
い
て
課
さ
れ
る
措
置

は
、
そ
の
品
目
が
何
で
あ
れ
、取
引
に
関
連
す
る
国
が
、

指
定
さ
れ
た
個
人
又
は
団
体
が
当
該
品
目
の
移
転
に
係

る
送
り
主
、
意
図
さ
れ
た
受
け
手
又
は
仲
介
者
で
あ
る

と
信
じ
る
合
理
的
な
根
拠
を
示
す
情
報
を
有
す
る
場
合

に
は
、
当
該
品
目
の
移
転
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
を
明

確
に
す
る
。

10
m

決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
及
び
第
千
八

百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め

に
取
っ
た
措
置
に
つ
い
て
未
だ
報
告
し
て
い
な
い
加
盟

国
に
対
し
、
報
告
す
る
よ
う
要
請
し
、
他
の
加
盟
国
に

対
し
、
決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
及
び
第

千
八
百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
の
規
定
の
実
施
に
関

す
る
追
加
的
な
情
報
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
提
出

す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
。

11
m

国
際
機
関
に
対
し
、
北
朝
鮮
に
関
す
る
そ
の
す
べ
て

の
活
動
が
決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
及
び

第
千
八
百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
の
規
定
と
適
合
す

る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と

を
奨
励
し
、
さ
ら
に
、
関
連
諸
機
関
が
、
こ
れ
ら
の
決

議
の
規
定
に
関
連
し
得
る
北
朝
鮮
関
連
活
動
に
関
し
、

委
員
会
に
関
与
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
。

12
m

制
裁
を
回
避
す
る
た
め
の
大
量
の
現
金
の
使
用
を
含

む
、
決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）
及
び
第
千

八
百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
に
お
い
て
課
さ
れ
る
措

置
の
違
反
を
遺
憾
と
し
、
決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二

千
六
年
）
又
は
第
千
八
百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
に

よ
り
禁
止
さ
れ
る
活
動
に
貢
献
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
品
目

の
北
朝
鮮
に
対
す
る
若
し
く
は
北
朝
鮮
か
ら
の
又
は
各

国
の
領
域
を
通
過
す
る
供
給
、
販
売
又
は
移
転
に
対
す

る
懸
念
及
び
こ
れ
に
関
す
る
各
国
に
よ
る
適
切
な
行
動

の
重
要
性
を
強
調
し
、
各
国
に
対
し
、
指
定
さ
れ
た
個

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
号

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
二
日
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時

間
）、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
二

十
四
年
十
二
月
十
二
日
（
日
本
時
間
）
の
北
朝
鮮
の
「
人

工
衛
星
」
と
称
す
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
七
百
十
八
号
及
び
同
第
千
八
百
七
十
四
号
違
反

と
し
つ
つ
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
制
裁
を
拡
充
・
強
化
す
る

次
の
決
議
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
九
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

二
千
十
三
年
一
月
二
十
二
日
に
国
際
連
合
安
全
保
障
理

事
会
が
そ
の
第
六
千
九
百
四
回
会
合
に
お
い
て
採
択
し
た

決
議
第
二
千
八
十
七
号
（
二
千
十
三
年
）

安
全
保
障
理
事
会
は
、

決
議
第
八
百
二
十
五
号
（
千
九
百
九
十
三
年
）、
第
千

五
百
四
十
号
（
二
千
四
年
）、
第
千
六
百
九
十
五
号
（
二

千
六
年
）、
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）、
第
千
八
百

七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
及
び
第
千
八
百
八
十
七
号
（
二

千
九
年
）
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
関
連
す
る
決
議
並
び
に
二

千
六
年
十
月
六
日
の
議
長
声
明
（
Ｓ
／
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
／
二
〇

〇
六
／
四
一
）、
二
千
九
年
四
月
十
三
日
の
議
長
声
明

（
Ｓ
／
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
／
二
〇
〇
九
／
七
）
及
び
二
千
十
二
年

四
月
十
六
日
の
議
長
声
明
（
Ｓ
／
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
／
二
〇
一

二
／
一
三
）
を
想
起
し
、

関
連
す
る
安
全
保
障
理
事
会
決
議
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る

制
限
を
含
む
国
際
法
に
従
っ
て
す
べ
て
の
国
が
有
す
る
、

宇
宙
空
間
を
開
発
し
利
用
す
る
自
由
を
認
識
し
、

１
m

弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
使
用
し
か
つ
決
議
第
千
七
百

十
八
号
（
二
千
六
年
）
及
び
第
千
八
百
七
十
四
号
（
二

千
九
年
）
に
違
反
し
た
、
二
千
十
二
年
十
二
月
十
二
日

の
北
朝
鮮
の
発
射
を
非
難
す
る
。

２
m

北
朝
鮮
に
対
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
使
用
し
た

い
か
な
る
発
射
も
こ
れ
以
上
実
施
し
な
い
こ
と
、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
計
画
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
活
動
を
停
止
す

る
こ
と
に
よ
り
決
議
第
千
七
百
十
八
号
（
二
千
六
年
）

及
び
第
千
八
百
七
十
四
号
（
二
千
九
年
）
を
遵
守
す
る

こ
と
及
び
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
に
係
る
既
存
の
約
束
を
再
度
確
認
す
る
こ

と
を
要
求
す
る
。
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